
00 0

【
仙

台
医

療
セ

ン
タ

ー
跡

地
に

お
け

る
県

有
施

設
再

編
】

メ
リ

ッ
ト
・デ

メ
リ

ッ
ト
の

整
理

及
び

施
設

整
備

に
向

け
た

県
の

方
針

（案
）に

つ
い

て

令
和
２
年
1
1
月
1
6
日

課長報告（３） 別冊 
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１
．

は
じ

め
に

（検
討

の
経

緯
）

現
状

と
課

題
１

全
国

と
同

様
，
本

県
で

も
人

口
減

少
，
少

子
高

齢
化

が
進

行
２

公
共

施
設

等
の

老
朽

化
が

進
み

，
今

後
，

多
く

の
施

設
が

改
修

・更
新

の
時

期
を

迎
え

る

各
計
画
の
関
係
性
イ
メ
ー
ジ

宮
城

県
公

共
施

設
等

総
合

管
理

方
針

宮
城

県
民

会
館

整
備

基
本

構
想

宮
城

県
美

術
館

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

基
本

構
想

・
方

針

県
有

施
設

の
再

編
に

関
す

る
基

本
方

針

▽
宮
城
県
美
術
館
に
つ
い
て
は
，
仙
台
医
療
セ
ン
タ
ー
跡

地
に
お
い
て
，
宮
城
県
民
会
館
及
び
み
や
ぎ
N
P
O
プ
ラ

ザ
と
集
約
・
複
合
化
す
る
方
向
で
更
に
検
討
を
進
め
る
。

（
県
有
施
設
の
再
編
に
関
す
る
基
本
方
針
よ
り
）

▽
「
文
化
的
な
視
点
」
や
「
行
政
経
営
的
な
視
点
」

か
ら
分
析
・
検
討

「
宮

城
県

公
共

施
設

等
総

合
管

理
方

針
」
（
平

成
2
8
年

７
月

）
１

安
全

・
安

心
の

確
保

２
施

設
維

持
管

理
費

用
の

縮
減

・平
準

化
３

施
設

総
量

の
適

正
化

「
県

有
施

設
等

の
再

編
に

関
す

る
基

本
方

針
」
（
令

和
２

年
３

月
）

１
県

有
施

設
の

規
模

の
適

正
化

と
施

設
機

能
の

強
化

の
実

現
２

公
有

地
の

有
効

活
用

と
県

有
施

設
の

最
適

な
立

地
の

選
定

仙
台
医
療
セ
ン
タ
ー
跡
地
に
お
け
る
再
編
方
針

分
析

の
視

点

①
美
術
館
の
主
な
機
能

②
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト

③
美
術
館
の
建
物
及
び
立
地

④
文
化
芸
術
の
振
興

⑤
地
理
的
条
件

1
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２
．

比
較

検
討

す
る

施
設

整
備

の
方

向
性

Ａ
案

：
集

約
・
複

合
化

Ｂ
案

：美
術

館
増

築

仙
台

医
療

セ
ン

タ
ー

跡
地

（
宮

城
野

原
）

美
術

館
現

在
地

（
川

内
）

考
え

方
な

ど

▽
移

転
先

で
も

美
術

館
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
基

本
方

針
の

機
能

を
実

現

▽
美

術
館

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

基
本

方
針

に
基

づ
き

整
備

▽
県

民
会

館
と

Ｎ
Ｐ

Ｏ
プ

ラ
ザ

は
，
各

案
で

主
な

機
能

の
差

は
生

じ
な

い
。

▽
集

約
施

設
（
新

設
）は

，
諸

室
を

共
有

化
す

る
こ

と
に

よ
り

，
運

営
の

効
率

化
を

図
る

。

美
術

館
改

修
増

築
除

却
（
機

能
廃

止
）

県
民

会
館

N
P
O

ﾌ
ﾟﾗ

ｻ
ﾞ

2

Ａ
案
：
美
術
館
・
県
民
会
館
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ザ
を
移
転
集
約

Ｂ
案
：
美
術
館
は
現
地
改
修
（
増
築
）

＋
県
民
会
館
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ザ
は
移
転
集
約

Ｃ
案
：
美
術
館
は
現
地
改
修
（
増
築
な
し
）
＋
県
民
会
館
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ザ
は
移
転
集
約

方
向

性
の

パ
タ

ー
ン

県
民

会
館

N
P
O

ﾌ
ﾟﾗ

ｻ
ﾞ

美
術

館

Ｃ
案

：
美

術
館

増
築

な
し

▽
増

築
は

せ
ず

に
，
美

術
館

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

基
本

方
針

を
尊

重
の

上
，

整
備

内
容

を
見

直
し

▽
同

左

美
術

館
改

修

県
民

会
館

N
P
O

ﾌ
ﾟﾗ

ｻ
ﾞ

「
文
化
的
視
点
」
と
「
行
政
経
営
的
視
点
」
の
両
立
の
観
点
か
ら
，
新
た
な
方
向
性
（
Ｃ
案
）
を
追
加

追
加 ＋

＋
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３
．

美
術

館
の

主
な

機
能

メ
リ

ッ
ト
・デ

メ
リ

ッ
ト
分

析
の

視
点

☞
現

美
術

館
の

課
題

へ
の

対
応

状
況

の
比

較

Ａ
案

（
集

約
・
複

合
化

）
Ｂ

案
（
美

術
館

増
築

）
Ｃ

案
（
美

術
館

増
築

な
し

）

面
積

試
算

約
1
4
,5

0
0
㎡

（既
存

▲
約

6
0
0
㎡

）

（う
ち

全
体

共
用

約
2
,8

0
0
㎡

分
）

約
1
8
,2

0
0
㎡

（既
存

＋
約

3
,1

0
0
㎡

）
約

1
5
,1

0
0
㎡

（
現

状
維

持
）

①
老

朽
化

対
策

・新
築

・経
年

劣
化

箇
所

等
必

要
な

更
新

・修
繕

を
実

施
・同

左

②
展

示
・

収
蔵

機
能

・展
示

・収
蔵

面
積

増
床

（＋
約

1
,2

0
0
㎡

）
・大

幅
な

フ
レ

キ
シ

ビ
リ

テ
ィ
向

上
，
最

新
設

備
導

入
可

能

・展
示

・収
蔵

面
積

増
床

（
＋

約
1
,2

0
0
㎡

）
・フ

レ
キ

シ
ビ

リ
テ

ィ
向

上
・現

県
民

ギ
ャ

ラ
リ

ー
を

展
示

室
・収

蔵
庫

に
転

用
（
約

6
5
0
㎡

分
）

③
教

育
普

及
・交

流
機

能

・情
報

交
流

ラ
ウ

ン
ジ

新
設

（共
用

化
に

よ
る

交
流

機
能

の
拡

張
）

・情
報

交
流

ラ
ウ

ン
ジ

現
講

堂
を
転

用
（専

用
室

化
）

・情
報

交
流

ラ
ウ

ン
ジ

現
図

書
室

を
転

用

・キ
ッ

ズ
ス

タ
ジ

オ
新

設
・キ

ッ
ズ

ス
タ

ジ
オ

・キ
ッ

ズ
ス

タ
ジ

オ
現

講
堂

を
転

用
（
多

目
的

利
用

）
※

新
県

民
会

館
に

も
ギ

ャ
ラ

リ
ー

を
併

設

・講
堂

（ホ
ー

ル
）

新
設

（新
県

民
会

館
と

共
用

）

・講
堂

（ホ
ー

ル
）

増
築

棟
に

移
転

※
新

県
民

会
館

に
も

ギ
ャ

ラ
リ

ー
を

併
設

・講
堂

（
ホ

ー
ル

）

・県
民

ギ
ャ

ラ
リ

ー
・県

民
ギ

ャ
ラ

リ
ー

・県
民

ギ
ャ

ラ
リ

ー

④
環

境
整

備
等

・バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
（抜

本
的

改
善

）

・駐
車

台
数

は
大

幅
に

増
加

・バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
（エ

レ
ベ

ー
タ

ー
・ト

イ
レ
増

設
）

・第
２

駐
車

場
は

拡
張

整
備

・バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
（
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
・
ト
イ

レ
改

修
）

・第
２

駐
車

場
は

現
状

維
持

▽
宮

城
県

美
術

館
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
基

本
方

針
よ

り
①

老
朽

化
へ

の
対

応
②

展
示

環
境

の
整

備
及

び
収

蔵
庫

の
拡

充
③

教
育

普
及

機
能

や
交

流
機

能
の

充
実

④
バ

リ
ア

フ
リ

ー
や

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

へ
の

対
応

美
術

館
の

主
な

課
題

評
価

・
規

模
を

抑
え

つ
つ

，
課

題
に

抜
本

的
に

対
応

す
る

と
と

も
に

，
多

様
な

展
示

へ
の

対
応

，
施

設
全

体
の

一
体

的
な

運
用

な
ど

に
よ

り
，
大

幅
に

機
能

刷
新

・高
度

化

・
現

美
術

館
が

抱
え

る
課

題
に

対
し

，
増

築
に

よ
り

対
応

し
，
機

能
が

大
き

く
向

上
・
展

示
・
収

蔵
面

積
確

保
な

ど
主

な
課

題
に

増
築

し
な

い
で

対
応

し
，

現
状

よ
り

も
機

能
向

上

3

メ
リ

ッ
ト
・デ

メ
リ

ッ
ト
分

析
の

ま
と

め
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メ
リ

ッ
ト
・デ

メ
リ

ッ
ト
分

析
の

視
点

☞
美

術
館

の
整

備
手

法
に

よ
る

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
コ

ス
ト
（
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
，
整
備
後
3
0
年
間
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
及
び
大
規
模
修
繕
費
等
）
を
比
較
。

〔
大

規
模

修
繕

等
は

1
5
年

後
に

設
備

更
改

，
3
0
年

後
に

大
規

模
改

修
を

想
定

〕

４
．

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
コ

ス
ト

Ａ
案

（集
約

・複
合

化
）

Ｂ
案

（美
術

館
増

築
）

Ｃ
案

（美
術

館
増

築
な

し
）

事
業

費
（
一

般
事

業
債

（地
方

単
独

事
業

）

の
活

用
を

想
定

）

イ
ニ

シ
ャ

ル
コ

ス
ト

1
）

う
ち

，
美

術
館

改
修

費
美

術
品

移
転

・保
管

費
３

３
０

３
２

０
６

０ ７

２
９

０
３

０ ７

ラ
ン

ニ
ン

グ
コ

ス
ト

2
）

２
５

０
３

０
０

２
８

０

大
規

模
修

繕
費

等
２

０
０

２
２

０
２

０
０

3
0
年

間
負

担
額

①
７

８
０

８
４

０
７

７
０

（
単

年
度

の
平

均
）

（
@

２
６

）
（
@

２
８

）
（
@

２
６

）

公
共

施
設

等
適

正
管

理
推

進
事

業
債

（集
約

化
・複

合
化

事
業

，
長

寿

命
化

事
業

）を
活

用
し

た
場

合

3
0
年

間
負

担
額

②
６

５
０

８
３

０
７

６
０

（
単

年
度

の
平

均
）

（
@

２
２

）
（
@

２
７

）
（
@

２
５

）

（
単
位
：
億
円
／
税
込
）

・
事

業
費

総
額

（
3
0
年

間
負

担
額

①
）
に

つ
い

て
は

，
Ｃ

案
が

最
も

優
位

で
あ

る
。

Ｂ
案

は
全

て
に

お
い

て
割

高
と

な
る

可
能

性
が

高
い

。
・
公

共
施

設
等

適
正

管
理

推
進

事
業

債
を

活
用

す
る

場
合

，
Ａ

案
が

実
質

的
な

財
政

負
担

（
3
0
年

間
負

担
額

②
）

が
最

も
小

さ
い

が
，

活
用

条
件

と
し

て
，

現
美

術
館

の
除

却
（
機

能
転

用
，

譲
渡

，
撤

去
）
が

必
要

と
な

る
。

4

1
）
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト

工
事
費
，
調
査
費
，
設
計
・
監
理
費
，

美
術
品
移
転
・
保
管
費
等

2
）
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

維
持
管
理
費
，
運
営
費
（
人
件
費
，
事
業

費
等
）
等

※
上
記
の
試
算
は
，
比
較
検
証
の
た
め
に
一
定
の
条
件
を
設
定
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
り
，

実
際
の
事
業
費
と
は
異
な
る
場
合
が
あ
る
。

メ
リ

ッ
ト
・デ

メ
リ

ッ
ト
分

析
の

ま
と

め
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５
．

美
術

館
の

建
物

及
び

立
地

メ
リ

ッ
ト
・デ

メ
リ

ッ
ト
分

析
の

視
点

☞
現

美
術

館
の

建
物

及
び

立
地

の
比

較

Ｂ
案

（美
術

館
増

築
）

Ｃ
案

（
美

術
館

増
築

な
し

）

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

し
保

存
・
活

用

現
美

術
館

の
建

物
▽

近
代

建
築

の
巨

匠
ル

・
コ

ル
ビ

ュ
ジ

ェ
に

師
事

し
た

前
川

國
男

氏
が

設
計

。
河

岸
段

丘
の

地
形

と
周

囲
の

自
然

を
巧

み
に

生
か

し
た

設
計

で
あ

る
。

▽
本

館
開

設
後

，
宮

城
県

ゆ
か

り
の

彫
刻

家
佐

藤
忠

良
氏

か
ら

作
品

の
寄

贈
を

受
け

て
，
佐

藤
忠

良
記

念
館

が
増

設
さ

れ
た

。

周
辺

環
境

▽
広

瀬
川

や
青

葉
山

な
ど

，
美

し
く

豊
か

な
自

然
環

境
に

囲
ま

れ
，

親
し

ま
れ

て
い

る
。

▽
周

囲
の

自
然

環
境

を
生

か
し

た
教

育
普

及
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

て
お

り
，
全

国
的

に
も

特
徴

的
な

取
組

と
な

っ
て

い
る

。

そ
の

他
▽

建
物

や
敷

地
内

の
自

然
と

調
和

し
た

作
品

（
環

境
彫

刻
）
が

展
示

さ
れ

て
お

り
，
特

徴
の

一
つ

。
▽

本
館

と
佐

藤
忠

良
記

念
館

の
間

に
彫

刻
庭

園
「
ア

リ
ス

の
庭

」
が

あ
り

，
多

く
の

人
々

の
憩

い
の

場
と

な
っ

て
い

る
。

・
現

美
術

館
の

建
物

等
の

取
扱

い
に

つ
い

て
課

題
・
新

美
術

館
は

仙
台

駅
東

側
エ

リ
ア

の
発

展
へ

の
貢

献
が

期
待

・
現

美
術

館
の

建
物

や
立

地
の

価
値

を
維

持
・
継

承

Ａ
案

（
集

約
・
複

合
化

）

機
能

廃
止

が
前

提

現
美

術
館

の
建

物

▽
除

却
（
機

能
廃

止
）す

る
場

合
，
機

能
転

用
，
譲

渡
，
撤

去
な

ど

が
想

定
さ

れ
，
建

物
等

に
係

る
取

扱
い

に
つ

い
て

課
題

が
残

る
。

新
設

す
る

美
術

館

▽
榴

岡
公

園
や

宮
城

野
原

公
園

総
合

運
動

場
，
広

域
防

災
拠

点
等

と
と

も
に

，
文

化
芸

術
，
緑

の
拠

点
と

し
て

多
く

の
人

々
が

日
常

的
に

集
い

，
憩

う
施

設
と

な
り

，
仙

台
駅

東
側

エ
リ

ア
の

発

展
に

寄
与

す
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。

▽
文

化
芸

術
に

と
ど

ま

ら
な

い
，

様
々

な
分

野

の
連

携
の

中
核

的
な

存
在

と
な

る
。

5

メ
リ

ッ
ト
・デ

メ
リ

ッ
ト
分

析
の

ま
と

め
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メ
リ

ッ
ト
・デ

メ
リ

ッ
ト
分

析
の

視
点

☞
文

化
芸

術
の

振
興

に
資

す
る

取
組

の
比

較

６
．

文
化

芸
術

の
振

興

基
本

目
標

：
文

化
芸

術
の

力
で

創
造

す
る

み
や

ぎ
の

未
来

～
心

の
復

興
を

目
指

し
て

～
基

本
方

針
：

１
．

文
化

芸
術

の
振

興
と

継
承

２
．

あ
ら

ゆ
る

人
が

文
化

芸
術

を
創

造
・

発
表

・
享

受
で

き
る

環
境

づ
く

り
３

．
文

化
芸

術
の

持
つ

力
の

活
用

宮
城

県
文

化
芸

術
振

興
ビ

ジ
ョ

ン
（

第
二

期
）

Ｂ
案

（美
術

館
増

築
）

Ｃ
案

（
美

術
館

増
築

な
し

）
Ａ

案
（
集

約
・
複

合
化

）

・
複

合
化

に
伴

う
他

分
野

連
携

や
施

設
の

一
体

的
運

用
に

よ
る

文
化

芸
術

振
興

に
つ

い
て

の
新

た
な

展
開

の
可

能
性

・
文

教
地

区
を

起
点

と
し

た
取

組
の

広
が

り
に

よ
る

文
化

芸
術

活
動

の
更

な
る

成
熟

▽
県

民
会

館
と

美
術

館
の

複
合

化
に

よ
り

，
舞

台
芸

術
と

視
覚

芸
術

の
連

携
が

容
易

に
な

る
▽

施
設

全
体

と
し

て
の

一
体

的
運

用
に

よ
り

，
大

規
模

な
芸

術
祭

の
開

催
等

が
可

能
と

な
る

。

連
携

イ
メ

ー
ジ

6

宮
城

県
美

術
館

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

基
本

方
針

（リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

コ
ン

セ
プ

ト
）

１
．

子
ど

も
た

ち
の

豊
か

な
体

験
を

創
出

す
る

美
術

館
２

．
人

々
が

憩
い

，
く

つ
ろ

ぎ
，
集

い
，
つ

な
が

る
美

術
館

３
．

国
内

外
の

人
々

が
魅

了
さ

れ
る

美
術

館
４

．
と

も
に

築
き

あ
う

美
術

館

▽
複

合
施

設
及

び
美

術
館

に
そ

れ
ぞ

れ
ギ

ャ
ラ

リ
ー

を
整

備
す

る
こ

と
に

よ
る

発
表

機
会

の
拡

大
▽

文
教

地
区

に
お

け
る

取
組

が
，
賑

わ
い

あ
る

仙
台

駅
西

側
エ

リ
ア

に
波

及
し

，
文

化
芸

術
活

動
の

幅
が

広
が

り
や

す
い

宮
城

県
民

会
館

整
備

基
本

構
想

（基
本

方
針

）
１

．
東

北
最

大
規

模
の

大
型

総
合

エ
ン

タ
ー

テ
イ

ン
メ

ン
ト
拠

点
２

．
最

先
端

の
芸

術
発

信
・ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

拠
点

３
．

県
内

文
化

施
設

人
材

育
成

中
核

拠
点

４
．

新
た

な
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
拠

点

見
え

る
収

蔵
庫

（ヴ
ィ
ジ

ブ
ル

・ス
ト
レ

ー
ジ

）
※

ｃ
案

を
除

く

キ
ッ

ズ
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

大
ホ

ー
ル

（2
,0

0
0
～

2
,3

0
0
席

程
度

）

ス
タ

ジ
オ

シ
ア

タ
ー

（
5
0
0
～

8
0
0
人

程
度

）

メ
リ

ッ
ト
・デ

メ
リ

ッ
ト
分

析
の

ま
と

め
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７
．

地
理

的
条

件

「
国

際
セ

ン
タ

ー
駅

」
か

ら
徒

歩
7
分

，
仙

台
駅

か
ら

2
.6

㎞
「
宮

城
野

原
駅

」
直

結
，

仙
台

駅
か

ら
2
.2

㎞

・
ア

ク
セ

ス
，

駐
車

場
数

に
よ

り
利

便
性

に
優

れ
る

・
周

辺
環

境
に

起
因

す
る

課
題

へ
の

対
応

が
必

要
・
地

震
，

水
害

の
リ

ス
ク

に
強

い
立

地
環

境
・
大

規
模

工
事

，
建

替
の

際
に

懸
念

あ
り

7

メ
リ

ッ
ト
・デ

メ
リ

ッ
ト
分

析
の

ま
と

め

メ
リ

ッ
ト
・デ

メ
リ

ッ
ト
分

析
の

視
点

☞
立

地
特

性
や

交
通

環
境

，
安

全
性

等
の

地
理

的
条

件
の

比
較

仙
台

医
療

セ
ン

タ
ー

跡
地

（宮
城

野
原

）
現

・美
術

館
敷

地
（
川

内
）

特
性

・運
動

施
設

と
公

園
の

集
積

に
よ

る
賑

わ
い

と
活

気
の

あ
る

環
境

・隣
接

す
る

広
域

防
災

拠
点

と
の

連
携

の
可

能
性

・美
し

く
豊

か
な

自
然

環
境

に
囲

ま
れ

た
環

境
。

・教
育

，
研

究
機

関
な

ど
，
文

教
施

設
が

集
積

し
た

エ
リ

ア

交
通

・鉄
道

の
利

用
が

可
能

。
駐

車
場

が
多

数
確

保
可

・野
球

場
，

病
院

駐
車

場
利

用
者

と
の

交
錯

を
回

避
の

検
討

が
必

要
・慢

性
的

な
渋

滞
の

発
生

は
想

定
さ

れ
な

い

・地
下

鉄
駅

の
利

用
（駅

か
ら

徒
歩

圏
内

）
・通

学
時

間
帯

の
通

行
量

が
多

く
，
工

事
の

安
全

性
配

慮
が

必
要

安
全

性

・宮
城

県
沖

地
震

：震
度

6
弱

と
想

定
・長

町
-
利

府
断

層
地

震
：震

度
6
強

と
想

定
・地

質
調

査
で

は
，
液

状
化

の
可

能
性

は
低

い
判

定
結

果
。

・周
辺

道
路

が
5
～

2
0
㎝

の
浸

水
可

能
性

あ
る

た
め

，
嵩

上
等

で
対

応

・宮
城

県
沖

地
震

：震
度

5
弱

～
6
弱

と
想

定
・長

町
-
利

府
断

層
地

震
：震

度
6
強

と
想

定
・液

状
化

，
浸

水
被

害
の

リ
ス

ク
は

低
い

。
・敷

地
北

側
が

土
砂

災
害

警
戒

区
域

の
指

定
あ

り
。

敷
地

条
件

・長
町

-
利

府
断

層
に

対
す

る
耐

震
性

検
討

が
必

要
（敷

地
の

西
側

付
近

に
断

層
有

）
・救

急
車

両
や

野
球

場
の

花
火

，
歓

声
に

対
す

る
対

応
が

必
要

・南
側

と
東

側
の

道
路

が
都

市
計

画
道

路
と

し
て

拡
幅

が
予

定
さ

れ
て

お
り

，
建

設
用

途
に

制
限

が
あ

る
。

・敷
地

内
に

西
道

路
川

内
ト
ン

ネ
ル

の
地

上
権

設
定

が
な

さ
れ

，
用

途
制

限
が

あ
り

，
建

替
の

場
合

，
工

事
が

困
難

な
た

め
費

用
増

。
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８
．

メ
リ

ッ
ト
・
デ

メ
リ

ッ
ト
分

析
の

ま
と

め

８

Ａ
案

（
集

約
・
複

合
化

）
Ｂ

案
（美

術
館

増
築

）
Ｃ

案
（
美

術
館

増
築

な
し

）

(
1
)
美

術
館

の

主
な

機
能

•
規

模
を

抑
え

つ
つ

，
課

題
に

抜
本

的
に

対
応

す
る

と
と

も
に

，
多

様
な

展
示

へ

の
対

応
，
施

設
全

体
の

一
体

的
な

運

用
な

ど
に

よ
り

，
大

幅
に

機
能

刷
新

・高

度
化

•
現

美
術

館
が

抱
え

る
課

題
に

対
し

，
増

築
に

よ
り

対
応

し
，

機
能

が
大

き
く
向

上

•
展

示
・
収

蔵
面

積
確

保
な

ど
主

な
課

題
に

増
築

し
な

い
で

対
応

し
，

現
状

よ
り

も
機

能
向

上

(
2
)
ラ

イ
フ

サ
イ

ク

ル
コ

ス
ト

（適
正

化
債

活
用

時
）

７
８

０
億

円
（
６

５
０

億
円

）

８
４

０
億

円
（８

３
０

億
円

）
う

ち
，
美

術
館

改
修

費
約

６
０

億
円

７
７

０
億

円
（７

６
０

億
円

）
う

ち
，
美

術
館

改
修

費
約

３
０

億
円

•
事

業
費

総
額

に
つ

い
て

は
，

Ｃ
案

が
最

も
優

位
で

あ
る

。
Ｂ

案
は

全
て

に
お

い
て

割
高

と
な

る
可

能
性

が
高

い
。

•
公

共
施

設
等

適
正

管
理

推
進

事
業

債
を

活
用

す
る

場
合

，
Ａ

案
が

実
質

的
な

財
政

負
担

が
最

も
小

さ
い

が
，

活
用

条
件

と
し

て
，

現
美

術
館

の
除

却
（機

能
転

用
，
譲

渡
，
撤

去
）が

必
要

と
な

る
。

(
3
)
美

術
館

の

建
物

及
び

立
地

•
現

美
術

館
の

建
物

等
の

取
扱

い
に

つ
い

て
課

題

•
新

美
術

館
は

仙
台

駅
東

側
エ

リ
ア

の
発

展
へ

の
貢

献
が

期
待

•
現

美
術

館
の

建
物

や
立

地
の

価
値

を
維

持
・継

承

(
4
)
文

化
芸

術
の

振
興

•
複

合
化

に
伴

う
他

分
野

連
携

や
施

設

の
一

体
的

運
用

に
よ

る
文

化
芸

術
振

興
に

つ
い

て
の

新
た

な
展

開
の

可
能

性

•
文

教
地

区
を

起
点

と
し

た
取

組
の

広
が

り
に

よ
る

文
化

芸
術

活
動

の

更
な

る
成

熟

(
5
)
地

理
的

条
件

•
ア

ク
セ

ス
，

駐
車

場
数

に
よ

り
利

便
性

に

優
れ

る

•
周

辺
環

境
に

起
因

す
る

課
題

へ
の

対
応

が
必

要

•
地

震
，
水

害
の

リ
ス

ク
に

強
い

立
地

環
境

•
大

規
模

工
事

，
建

替
の

際
に

懸
念

あ
り

赤
字

は
メ

リ
ッ

ト
（
強

み
・
利

点
）
，

青
字

は
デ

メ
リ

ッ
ト
（
弱

み
・
課

題
）
を

示
す
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９
．

施
設

整
備

に
向

け
た

県
の

方
針

（
案

）

９

美
術
館
は
現
地
改
修
（
増
築
な
し
）
,
県
民
会
館
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ザ
は
移
転
集
約

「Ｃ
案
」

を
基
本
と
し
て
今
後
の
検
討
を
進
め
る
。

◆
県

の
施

設
整

備
方

針
（
案

）

〇
美
術
館
等
の
機
能
充
実
を
通
じ
た
文
化
芸
術
の
振
興

〇
施
設
総
量
適
正
化
に
伴
う
財
政
負
担
軽
減
や
運
営
効
率
化
の
達
成

〇
現
美
術
館
の
建
物
等
の
維
持
・
継
承

◆
メ

リ
ッ

ト
・
デ

メ
リ

ッ
ト
分

析
を

踏
ま

え
た

評
価

（
判

断
）
の

ポ
イ

ン
ト



1
0
1
0

1
0

１
０

．
県

民
説

明
会

の
開

催
に

つ
い

て

日
時

：令
和

２
年

１
１

月
２

８
日

（
土

）
午

後
１

時
３

０
分

か
ら

場
所

：
宮

城
県

行
政

庁
舎

２
階

講
堂

定
員

：２
０

０
名

（先
着

順
）

申
込

方
法

：み
や

ぎ
電

子
申

請
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

※
 詳

細
は

，
震

災
復

興
政

策
課

Ｈ
Ｐ

を
参

照
く

だ
さ

い

1
0


